看護師の12時間二交代制勤務の有用性の検討 第２報 by 宮谷 恵
看護師の 12 時間二交代制勤務の有用性の検討 第２報 
 
宮谷 恵 ＊、入江晶子、小出扶美子、山本智子、市江和子  
聖隷クリストファー大学 看護学部  
 
【はじめに】国際労働機関の看護職員勧告を満たし、かつ日本看護協会の夜勤・交代制勤
務に関するガイドライン案（2011 年）にも則った 12 時間二交代制勤務の有用性について、
他の交代制勤務経験者に限定した比較調査を行い、看護師に高評価であることが前報で明
らかとなった。今回は対象病院の看護師全員を調査したので報告する。  
【研究方法】12 時間二交代制勤務を行っている 2 病院の看護師全員を対象に、質問紙調査
を実施した。データ分析は SPSS. Ver.19 を用いた。記述内容は質的帰納的分析を行った。 
【倫理的配慮】本研究は所属大学倫理委員会の承認を得た。  
【結果】2 病院合わせて 1480 名分の質問紙を配布し 690 名の返送があり（回収率 46.6%）、
有効回答数は 654 であった。対象者の年齢は 20 代が 64.5%で、平均勤続年数は 6.3 年であ
った。１ヶ月あたりの各勤務の平均回数は日勤 7.4 回、日中勤（約 12 時間）4.5 回、夜勤
（約 12 時間）4.3 回、平均休日日数 11.8 日、休憩時間の平均は日勤 44.0 分、日中勤 84.2
分、夜勤仮眠時間 120.9 分であった。勤務一回あたりの時間外勤務は平均 63.2 分で、回答
者による差が大きかった。12 時間二交代制勤務が就職理由の者は６割であった。12 時間二
交代制勤務の利点は「連休が多い」、「勤務間隔が 8 時間以下のシフトがない」であった。
欠点は「日中勤が長い」であった。７割が「三交代制勤務や変則二交代制勤務（16 時間の
ような長い夜勤）より良い」、「三交代制や変則二交代制勤務をしたくない」、５割が「他の
病院に勧めたい」と回答した。7 項目の体調の質問に対し、あてはまると回答した者の割
合は、「以前と比べて疲れやすい」（51.9%）が最も多く、次が「朝起きたとき疲れを感じる」 
(48.2％)であった。 
【考察】前回の調査結果同様、12 時間二交代制勤務は看護師に高評価であり、そのため就
職理由にもなるのだと思われる。しかし前回の他の交代制勤務経験者に限定した調査に比
べると、全体的に評価はやや低くなっている。12 時間二交代制勤務のメリットは、他の交
代制勤務の経験があって相違が理解できるのだと推測する。今回、各勤務の回数と日勤休
憩時間、夜勤仮眠時間の平均はほぼ病院の情報提示通りであったが、日中勤の平均休憩時
間はそれより短く、また数字の上では休憩がほとんどない看護師もいた。また、夜勤の休
憩時間については回答が仮眠時間と混在し分離できなかったため、明確にできなかった。
対象病院は 12 時間二交代制勤務を成功させていると考えられるが、勤務の欠点として「日
中勤が長い」との自由記述がみられる。12 時間は勤務には長時間と考えられ、看護師の健
康と勤務体制の継続のためには、休憩時間の確保や時間外勤務などに改善が示唆された。
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